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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

７
月
23
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階　
　

定
員　

50
人

講
師　

桂
好
志
郎
氏
（
協
会
顧
問
社
会
保
険
労
務
士
）

会
費　

会
員
・
家
族
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

給
与
計
算
完
全
ガ
イ
ド
―
正
し
い
給
与
計
算
を
社
労

士
が
解
説

シ
リ
ー
ズ
雇
用
管
理
対
策
講
習
会
②

日
時　

７
月
９
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

会
場　

 

千
里
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
７
階
７
０

１
号
室
（「
千
里
中
央
」
駅
北
出
口
か
ら
す
ぐ
）

講
師　

 

山
本
直
典
氏
（
済
生
会
千
里
病
院
歯
科
口
腔
外
科
副

部
長
）

会
費　

会
員
無
料　
　

定
員　

50
人

診
療
で
遭
遇
す
る
口
腔
外
科
症
例
〜
判
断
に
迷
っ
た

ら
〜

北
大
阪
地
区
講
習
会

日
時　

７
月
23
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜
５
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階　
　

定
員　

30
人

講
師　

東
尾
建
氏
（
歯
科
技
工
士
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

内
容　

 

基
礎
的
な
手
話
、
初
歩
的
な
歯
科
医
療
会
話
練
習
の

最
終
回

歯
科
手
話
教
室
（
基
礎
編
）
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
３

日
時　

７
月
31
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

会
場　

保
険
医
会
館
５
階

定
員　

15
人
（
先
着
順
）
※
１
院
所
２
人
ま
で

講
師　

歯
科
臨
床
・
学
術
部
講
師
団

会
費　

会
員
院
所
歯
科
衛
生
士
５
千
円

※
申
込
者
に
は
、
正
式
申
込
書
等
を
後
日
Ｆ
Ａ
Ｘ
し
ま
す

「
シ
ャ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
」
よ
り
よ
い
ス
ケ
ー

リ
ン
グ
の
た
め
に

日
時　

７
月
31
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

高
永
和
氏
（
生
野
区
開
業
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

歯
科
金
属
ア
レ
ル
ギ
ー
を
考
え
る
―

経
験
し
た
１
０
０
０
症
例
か
ら
わ
か
っ
た
こ
と

大
阪
市
東
部
・
北
部
地
区
講
習
会

日
時　

７
月
24
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

楠
雅
博
氏
（
兵
庫
県
・
淡
路
市
開
業
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

酸
蝕
症
の
診
断
と
対
応
〜
罹
患
率
26
・
１
％
の
衝
撃
〜

７
月
度
生
涯
研
修

熊本地震会員訪問リポート

急
が
れ
る
公
的
支
援
い
ま
す
ぐ

熊本震災募金に協力を
　協会は、熊本地震で被害を受けた
会員の支援募金に取り組んでいま
す。ご協力くださる方は下記の方法
でお願いします。募金は熊本協会を
通じて被災会員へ届けます。
【募金方法】
▷銀行振込
　 近畿大阪銀行堀江支店／（普）
　0021998／大阪府歯科保険医協会
▷郵便振替
　専用の振替用紙（要問い合わせ）
※ １口５千円、２口以上でお願いし
ます

284

三
線
を
一
眺
の
ス
カ
イ
デ
ッ
キ

京
都
鉄
道
博
物
館

京
都
鉄
道
博
物
館

　

今
回
は
大
阪
か
ら
飛
び
出

し
、
交
通
科
学
館
の
後
継
と

し
て
人
気
の
高
い
京
都
鉄
道

博
物
館
に
行
っ
て
き
た
。
同

博
物
館
は
、「
地
域
と
あ
ゆ
む

鉄
道
文
化
拠
点
」
を
コ
ン
セ

プ
ト
と
し
、「
鉄
道
を
基
軸
と

し
た
事
業
活
動
を
通
じ
た
地

域
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
」

こ
と
を
目
的
に
、
今
年
の
４

月
28
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

鉄
道
と
言
わ
れ
る
と
子
ど

も
と
一
部
の
鉄
道
フ
ァ
ン
し

台
を
囲
ん
で
、
ず
ら
っ
と
扇

形
車
庫
に
並
ん
で
い
る
姿

は
、
壮
観
だ
。
そ
の
横
に
は

Ｓ
Ｌ
が
走
っ
て
お
り
、
そ
の

迫
力
に
圧
倒
さ
れ
る
。

　

本
館
屋

上
の
ス
カ

イ
テ
ラ
ス

か
ら
の
眺
め
は
必
見
だ
。
館

内
で
販
売
さ
れ
て
い
る
駅
弁

を
食
べ
な
が
ら
、
新
幹
線
、

東
海
道
本
線
、
山
陰
本
線
を

走
る
列
車
や
同
館
の
Ｓ
Ｌ
を

か
、
楽
し
め
な
い
の
で
は
と

つ
い
つ
い
邪
推
し
て
し
ま
う

が
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。

見
ど
こ
ろ
の
一
つ
は
Ｓ
Ｌ
広

場
。
数
多
く
の
Ｓ
Ｌ
が
転
車

は
、
他
で
は
見
る
こ
と
が
で

き
な
い
貴
重
な
も
の
も
多

い
。
２
０
１
５
年
に
運
行
を

終
え
た
豪
華
寝
台
特
急
「
ト

ワ
イ
ラ
イ
ト
エ
ク
ス
プ
レ

眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
少

々
疲
れ
た
大
人
た
ち
も
そ
の

景
色
に
癒
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
こ
こ
に
は
子
ど
も
を

遊
ば
せ
る
ス
ペ
ー
ス
も
あ

り
、
子
ど
も
連
れ
に
は
、
た

い
へ
ん
助
か
る
。

　

展
示
さ
れ
て
い
る
車
両

ス
」
な
ど
53
両
が
展
示
さ
れ

て
い
る
。
特
に
明
治
13
年
に

ア
メ
リ
カ
か
ら
輸
入
さ
れ
、

北
海
道
で
運
行
さ
れ
て
い
た

Ｓ
Ｌ
義
経
号
は
、
同
館
で
展

示
さ
れ
て
い
る
車
両
の
中
で

最
も
古
く
、
所
在
も
わ
か
ら

な
く
な
っ
て
い
た
も
の
を
見

つ
け
出
し
、
復
元
し
た
歴
史

的
に
も
貴
重
な
車
両
で
あ

る
。
ち
な
み
に
こ
れ
ら
の
中

に
は
、
実
際
に
運
転
可
能
な

車
両
も
あ
る
そ
う
だ
。

　

展
示
方
法
に
も
工
夫
が
さ

れ
て
お
り
、
上
下
は
も
ち
ろ

ん
、
様
々
な
角
度
か
ら
眺
め

る
こ
と
に
な
る
。
特
に
通

常
、
車
両
を
真
下
か
ら
眺
め

る
機
会
は
な
い
た
め
、
た
い

へ
ん
興
味
深
か
っ
た
。

　

常
時
、
子
ど
も
に
占
領
さ

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
実

物
の
運
転
台
を
使
用
し
た
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
も
あ
り
、
在

来
線
や
新
幹
線
の
運
転
体
験

が
で
き
る
。
そ
の
ほ
か
に
も

切
符
や
、
予
約
管
理
、
列
車

集
中
管
理
シ
ス
テ
ム
な
ど
の

変
遷
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

昔
は
こ
ん
な
の
あ
っ
た
な

と
懐
か
し
く
感
じ
、
今
は
こ

う
な
の
か
と
感
心
さ
せ
ら
れ

る
。
車
両
だ
け
で
な
く
、
鉄

道
の
運
営
全
体
が
展
示
さ
れ

て
い
る
印
象
だ
。

　

少
し
遠
い
が
お
出
か
け
に

い
か
が
だ
ろ
う
か
。

 

（
新
聞
部　

谷
聰
）

あ
る
。「
医
療
施
設
等
災
害
復

旧
補
助
金
」
は
条
件
・
対
象

が
限
定
さ
れ
、
提
出
書
類
も

煩
雑
で
、
必
ず
受
け
ら
れ
る

も
の
で
は
な
い
。
保
団
連
・

協
会
は
、
す
で
に
国
に
対
し

て
「
被
災
者
医
療
と
医
療
提

供
体
制
確
保
に
関
す
る
緊
急

要
望
」
を
行
っ
て
い
る
が
、

引
き
続
き
運
動
し
て
い
き
た

い
。
熊
本
地
震
で
被
害
を
受

け
た
会
員
の
支
援
募
金
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

 

（
事
務
局
・
後
藤
剛
）

へ
収
納
す
る
④
マ
イ
ク
ロ
ス

コ
ー
プ
や
モ
ニ
タ
ー
な
ど
は

ひ
も
を
掛
け
る
な
ど
し
て
固

定
す
る
⑤
常
時
水
を
使
う
器

具
は
可
能
な
ら
終
了
後
に
元

栓
を
閉
め
る
⑥
本
棚
な
ど
は

壁
と
固
定
す
る
―
―
な
ど
の

対
策
は
有
効
だ
。

支
援
の
お
願
い

　

天
災
に
対
し
て
国
や
自
治

体
は
自
己
責
任
を
求
め
る

が
、
自
力
で
は
ど
う
す
る
こ

と
も
で
き
な
い
の
も
天
災
で

大
型
機
器
が
、
大
き
く
移
動

し
て
壁
に
衝
突
し
た
り
、
転

倒
し
た
た
め
に
破
損
す
る
な

ど
、
医
療
機
器
の
損
傷
も
多

か
っ
た
。

防
災
へ
の
対
策
を

　

地
震
へ
の
備
え
で
医
療
機

器
へ
の
損
害
を
最
小
限
に
抑

え
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

①
パ
ノ
ラ
マ
な
ど
の
大
型
機

器
は
床
と
固
定
②
天
井
か
ら

建
て
替
え
る
の
で
、
１
年
以

内
に
退
去
の
要
請
が
き
て
い

る
と
い
う
。

　

一
見
す
る
と
あ
ま
り
被
害

を
受
け
て
い
な
い
よ
う
に
見

え
る
医
院
で
も
、
建
物
内
の

柱
や
壁
に
亀
裂
が
入
っ
て
い

る
所
が
多
か
っ
た
。
地
面
と

建
物
が
ズ
レ
て
い
た
り
し
て

い
る
医
院
も
複
数
あ
っ
た
。

大
丈
夫
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い

た
Ｃ
Ｔ
や
パ
ノ
ラ
マ
な
ど
の

語
っ
た
。

　

熊
本
市
は
、
建
物
全
体
や

中
を
見
な
い
で
外
観
だ
け
で

一
部
損
壊
と
判
定
。「
早
く

解
体
し
て
欲
し
い
が
市
の
対

応
が
遅
す
ぎ
る
」
と
憤
る
。

大
型
医
療
機
器

の
損
傷

　

北
区
の
Ｎ
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

は
、
２
階
の
給
湯
器
が
地
震

で
転
倒
、
一
晩
中
水
が
出
続

け
た
結
果
、
階
下
の
天
井
裏

に
た
ま
っ
た
水
が
１
階
の
診

療
室
・
レ
ン
ト
ゲ
ン
室
な
ど

に
流
れ
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
が
壊

れ
た
。

　

中
央
区
の
Ｓ
ク
リ
ニ
ッ
ク

は
マ
ン
シ
ョ
ン
の
１
階
に
あ

る
比
較
的
新
し
い
医
院
で
あ

っ
た
が
、
マ
ン
シ
ョ
ン
所
有

者
か
ら
地
震
で
被
害
を
受
け

　

上
層
階
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

が
Ｃ
Ｔ
の
上
に
落
ち
て
き
て

大
破
し
た
ほ
か
、
雨
水
が
天

井
に
た
ま
り
、
滝
の
よ
う
に

水
が
落
ち
た
。
漏
電
で
火
災

報
知
機
が
誤
作
動
を
繰
り
返

し
た
。「
柱
が
い
つ
ま
で
持

つ
か
心
配
。
医
院
が
大
き
な

交
差
点
に
面
し
て
い
る
の

で
、
い
つ
倒
壊
す
る
か
、
通

行
人
が
ケ
ガ
を
し
な
い
か
と

不
安
な
毎
日
だ
」
と
院
長
は

い
つ
倒
壊
す
る
か

不
安
の
日
々

　

熊
本
市
中
央
区
に
あ
る
４

階
建
て
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
り
）
の
Ａ
歯
科
医
院

は
、
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け

た
。
建
物
は
新
館
と
旧
館
の

複
合
構
造
で
、
旧
館
側
が
特

に
被
害
が
ひ
ど
く
、
天
井
・

壁
・
窓
ガ
ラ
ス
す
べ
て
に
被

害
が
で
て
い
た
。

　

熊
本
地
震
の
保
団
連
支
援
隊
第
二
団
（
５
月
23

〜
27
日
）
に
参
加
し
た
。
被
災
会
員
へ
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
家
族
・
従
業
員
の
安

否
、
医
療
機
関
や
自
宅
の
被
害
、
休
診
状
況
、
必

要
な
支
援
の
把
握
、
被
災
者
窓
口
負
担
の
取
り
扱

い
周
知
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。
当
初
被
害
の
大
き

さ
が
注
目
さ
れ
た
地
域
以
外
で
も
、
建
物
損
壊
や

医
療
機
器
の
破
損
な
ど
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け

た
医
院
が
多
く
あ
っ
た
。

の
漏
水
に

備
え
、
診

療
後
は
ビ

ニ
ー
ル
カ

バ
ー
を
か

け
る
③
レ

ー
ザ
ー
な

ど
キ
ャ
ス

タ
ー
が
付

い
て
い
る

も
の
は
作

業
終
了
後

に
動
か
な

い
と
こ
ろ

13台のSLが並ぶ転車台＝京都市

天井や壁が崩れ、雨水をバケツで受ける
＝熊本市中央区、Ａ歯科　　　　　　　


